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　子宮がん・乳がん等の女性のがんが若い世代に増えています。しかし、子宮がん・乳がん検診の受診率は、全国的に見て
も２０％と低く、特に２０～３０歳代の受診率が低いことが現状です。早期発見・早期治療のためには検診が何より重要です。

女性の健康づくり ～がん対策について～
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日本人女性における子宮けいがんの発症状況（２００１年）
（　　　）人口１０万人

あたりの人数

２０～３０代にかけて
子宮けいがんの発症率は
急上昇します。

ほんとだ、
若い女性に多いのね！

「国立がんセンターがん対策情報センター，
２００８年人口動態統計（厚生労働大臣官房統計情報部署）より算出」
「国立がんセンターがん対策情報センター，
２００８年人口動態統計（厚生労働大臣官房統計情報部署）より算出」

子宮がん

集団検診のご案内

子宮けいがんは２０～３０代の若い女性に多く見られるんです。
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（人口１０万対） 女性の部位別がん罹患率（２００６年）

乳がんは
３０歳代から
増加！！

４０歳代後半が
もっとも多い !!

乳がん

大腸がん

肺がん

胃がん胃がん

（独立行政法人国立がんセンターがん対策情報センターより）

　日本人の女性で乳がんにかか
る人は年々増加しています。女
性にできるがんの中で最も多く、

女性の２０人に１人がかかっており、毎年１万
人以上の女性が亡くなっています。

乳がん

＊乳がんは、乳房の中に固くて痛みのない小
　さなしこりができます。乳がんは、自分で調
　べることのできる唯一のがんですので、日頃
　から意識することを心がけましょう。

≪ 子宮けいがん ≫
　症状は、おりものの異常や
不正出血、性交時出血など
がありますが、がんが上皮内
にとどまっている初期の頃は、
無症状であることが多い病気
です。

子宮（頸部）がん・乳がん検診無料検診を受けましょう
　近年増えている子宮頸がん・乳がん検診の受診率アッ
プ，検診受診のきっかけづくりを目的として，次の年齢
の方は無料で検診を受けることができます。この機会に
ぜひ検診を受けましょう。

平成 24年度無料対象者（年齢は平成 24 年 4月 1日現在）

○子宮（頸部）がん検診　　20・25・30・35・40 歳の女性
○乳がん（マンモ）検診　　40・45・50・55・60 歳の女性

≪麻生公民館≫　４／10・11・12・13・１４（土）・16・17・18
≪玉造保健センター≫　４／20・21（土）・23・24・25・26・27
≪北浦保健センター≫　１１／１・2・３（土）・5・６・7・８

※�医療機関検診も
実施しています


